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２
面
…
論
壇
「
個
別
指
導
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
か
？
」

３
面
…
医
科
・
歯
科
23
年
度
個
別
指
導
指
摘
事
項

４
面
…
入
会
の
ご
案
内

５
面
…
先
発
医
薬
品
の
選
定
療
養
化
の
最
新
情
報

６
〜
７
面
…
特
集　

12
月
か
ら
の
保
険
証
廃
止
で
ど
う
な

る
？　

９
種
類
の
カ
ー
ド
が
提
示

主な記事

医
科
は

10
月
か
ら
実
施

　
集
団
的
個
別
指
導
の
選
定

通
知
（
九
月
十
三
日
付
）
が
、

対
象
と
な
る
医
科
医
療
機
関

に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
医
科

は
十
月
か
ら
十
二
月
に
さ
い

た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号

館
の
講
堂
で
行
わ
れ
る
（
表

１
）。
選
定
通
知
に
は
日
時

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日

程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
四

日
間
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
出

席
す
れ
ば
良
い
と
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
出

高
点
数
が
対
象

集
団
的
個
別
指
導

第51回定期総会記念講演 見逃し配信【会員限定】

『子どもの権利と人権』
尾崎 康 氏（埼玉弁護士会 前会長）

　2023 年度埼玉弁護士会会長・日本弁護士連合会常務理事。

裁判所書記官を経て弁護士登録。2004 〜 2009 年には裁判官

として勤務。ミュージシャンの故尾崎豊氏は弟。

お申し込みは協会HPまたは右記コードから

て
い
る
。

　
集
団
的
個
別
指
導
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
感
染
拡
大
を

鑑
み
、
二
〇
年
度
は
中
止
、

二
一
年
度
は
対
象
医
療
機
関

に
配
布
し
た
資
料
の
読
了
を

も
っ
て
実
施
。
二
二
年
度
か

ら
は
今
回
と
同
様
の
形
式
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

歯
科
は
11
月
以
降

　
歯
科
の
集
団
的
個
別
指
導

は
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
実

施
さ
れ
る
予
定
。
対
象
医
療

機
関
に
は
実
施
の
一
カ
月
前

の
十
月
中
に
通
知
が
届
く
と

思
わ
れ
る
。（
表
２
の
解
説

は
２
面
に
続
く
）

　
厚
労
省
は
八
月
三
十
日
に
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
な

る
利
用
促
進
の
取
組
」
を
提
案
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
に
着
目
し
療
養
担
当
規
則
違
反
の
可
能
性
に

言
及
し
医
療
界
を
威
圧
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て

九
月
二
十
六
日
に
協
会
は
厚
生
労
働
省
に
趣
旨
を
質

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の
低
さ
が
療
養
担
当
規

則
違
反
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
調
査
へ
の
対
応
は
医
療

機
関
の
任
意
で
よ
い
こ
と
な
ど
の
回
答
を
得
た
。

　
自
民
党
総
裁
選
の
中
で
保
険
証
廃
止
の
「
延
期
」「
先

送
り
」
が
言
及
さ
れ
る
情
勢
を
迎
え
て
い
る
。
協
会
で

は
理
事
長
談
話
の
発
出
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
へ
の

要
請
書
提
出
な
ど
、
保
険
証
存
続
を
求
め
る
取
り
組
み

を
一
層
と
強
め
て
い
る
（
厚
労
省
交
渉
・
県
議
会
会
派

要
請
８
面
）。

厚労省に要請書を手渡す山崎理事長（右から 3人目）
高木真理参議院議員（右から 4人目）、保団連武田社保審査部長（同
5人目）、渡部副理事長（最左）

◆
特
集　

12
月
廃
止
で

ど
う
な
る
？
「
廃
止

後
に
提
示
さ
れ
る

カ
ー
ド
は
９
種
類
」

　
十
二
月
の
健
康
保
険
証
廃

止
に
伴
い
、
医
療
機
関
の
受

付
で
確
認
す
る
保
険
証
等
の

カ
ー
ド
類
は
九
種
に
増
え
、

患
者
・
市
民
か
ら
問
合
せ
が

急
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
特
集
で
は
、
当
面
は
保

険
証
が
継
続
し
て
使
え
る
と

と
も
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
、
保

険
証
と
ほ
ぼ
同
じ
券
面
の
資

格
確
認
書
が
必
ず
交
付
さ
れ

る
こ
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

解
除
な
ど
を
解
説
し
て
い
る

（
６
〜
７
面
）。

　◆
保
険
証
存
続
の
国
会

決
議
を
早
急
に

　
九
月
十
日
に
山
崎
理
事
長

は
臨
時
談
話
を
発
表
。
九
月

上
旬
に
自
民
党
総
裁
選
の
候

補
者
で
あ
っ
た
石
破
元
幹
事

長
ら
が
健
康
保
険
証
の
廃
止

に
対
し
て「
先
送
り
」「
延
期
」

と
言
及
し
た
こ
と
に
賛
同
し

つ
つ
、
早
期
に
国
会
決
議
を

行
う
こ
と
を
強
く
求
め
た
。

あ
わ
せ
て
廃
止
の
目
前
に

な
っ
て
も
国
民
へ
の
情
報
提

供
よ
り
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
向
上
策
に
躍
起
に
な

る
武
見
厚
労
相
、
河
野
デ
ジ

タ
ル
相
の
退
陣
も
求
め
た
。

臨
時
談
話
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

◆
金
井
県
医
師
会
長
が

「
保
険
証
廃
止
」
に

「
混
乱
必
至
」

　
協
会
は
八
月
に
県
医
師

会
、
県
歯
科
医
師
会
に
地
域

医
療
を
担
う
医
療
機
関
が
安

心
で
き
る
よ
う
尽
力
を
要

請
し
た
。
九
月
に
は
県
内

の
三
〇
の
郡
市
医
師
会
長
、

一
九
の
郡
市
歯
科
医
師
会
長

に
同
趣
旨
の
要
請
書
を
宛
て

た
。
直
近
の
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
の
状
況
や
、
患
者
の
資
格

確
認
を
九
種
類
の
カ
ー
ド
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
な
ど
と
併
せ
て
資

料
提
供
を
行
っ
た
。

　
九
月
二
十
二
日
の
関
東
甲

信
越
医
師
会
連
合
会
の
定
例

大
会
の
中
で
、
埼
玉
県
医
師

会
の
金
井
会
長
が
十
二
月
か

ら
の
現
行
保
険
証
廃
止
に
つ

い
て
「
混
乱
を
起
こ
す
の
は

必
至
だ
」
と
懸
念
を
示
し
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
同
日

の
決
議
で
は
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

に
理
解
を
示
し
つ
つ
「
医
療

機
関
を
疲
弊
さ
せ
な
い
よ

う
、
十
分
な
支
援
を
す
る
」

よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
も
報

じ
ら
れ
た
。

◆
運
転
免
許
証
は
従
来

版
と
マ
イ
ナ
免
許
証

と
併
用
に

　
自
動
車
運
転
免
許
証
は
来

年
春
か
ら「
マ
イ
ナ
免
許
証
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

　
診
療
報
酬
が
連
続
マ
イ
ナ

ス
改
定
を
強
い
ら
れ
今
改
定

は
過
去
最
悪
と
な
り
医
療
予

算
の
圧
迫
は
酷
く
な
る
ば
か

り
。
一
方
で
防
衛
費
は
空
前

の
伸
び
を
示
し
、
企
業
の
内

部
留
保
は
過
去
最
高
額
を
更

新
中
で
あ
り
政
治
は
大
き
く

歪
ん
で
い
る
。
ま
も
な
く
実

施
さ
れ
る
総
選
挙
は
医
療
、

社
会
保
障
分
野
を
軽
ん
じ
る

政
策
の
見
直
し
を
求
め
て
い

く
好
機
で
あ
る
。

　
今
月
の
『
月
刊
保
団
連
』

に
は
、
与
党
の
社
会
保
障
抑

制
策
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た

「
医
療
社
会
保
障
予
算
の
抑

制
」「
介
護
保
険
制
度
の
改

悪
」「
生
活
保
護
支
給
基
準

の
引
き
下
げ
」
の
見
直
し
を

求
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
署

名
用
紙
を
同
封
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
い
。

月刊保団連 10月号に同封

まもなく総選挙
悪政の転換と改善を

に
な
っ
た
。
注
目
は
現
行
の

免
許
証
と
マ
イ
ナ
免
許
証
と

の
併
用
を
政
府
が
容
認
し
て

い
る
こ
と
だ
。
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
も
甚
だ
し
く
保
険

証
廃
止
策
と
矛
盾
す
る
。
読

売
新
聞
は
九
月
二
十
六
日
の

社
説
で
「
そ
れ
が
で
き
る
な

ら
マ
イ
ナ
保
険
証
と
現
行
の

保
険
証
の
併
用
も
可
能
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。
政
策
の

矛
盾
を
指
摘
す
る
と
と
も
に

国
民
の
不
安
も
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
現
状
と
併
せ
て
保
険

証
の
存
続
を
求
め
た
。

12月保険証廃止は延期を
マ
イ
ナ
利
用
率
の
低
さ

療
担
違
反
に
な
ら
な
い

席
が
困
難
な
場
合
は
厚
生
局

に
相
談
す
る
よ
う
記
載
さ
れ

全県配布
本
号
は
会
員
お
よ
び
未

入
会
員
の
方
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
未
入
会
員
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
新

聞
ご
送
付
に
際
し
、
関
東

信
越
厚
生
局
で
開
示
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

全県配布

厚労省

医 258件
歯 276件


